
甲南生物

第16号

出水干拓地における植物相の調査研究

A research of the flora observed at the reclaimedlandinIzumi．

Kagoshima Prefecture

昭和57年4月鹿児島県立甲南高校生物部

ThereportsoftheBiologYCJub．

KagoshimaPrefecturalKonanHighSch00I．

Kagoshima，Japan

ApriI1982



目 次

1． 目　　次

2，緒　　言

3． 出水干拓地の概要

4． 調査結果

呈t　範疇別数量表

l）科属種別数量表

l・大日との種の数の比較

rl　植物目録

（1帰化植物目録

jt　用水で観測された鳥類

5． 帰化植物と周囲の環境に関する考察

6． 出水調査・行程の記録

7． 参考文献

8． 部員名簿，編集後記

ーl一



緒 口

我々甲南高校生物部は，昭和五十六年度の野外調査活動のテーマに出水干拓地の植物調査を掲げ

た。これは顧問の吉永和人先生の提案によるもので，ツルの渡来地として有名な出水の干拓地にお

ける植物相を調査し，その結果をツルなどの渡り鳥との関係に重点をおいて研究・考察してみよう

というものであった。六月から七月にかけての下調べの段階において，今回の調査地は干拓地とい

う人為的に造成された人の出入りの多い土地であるために，新しい植物群落が形成されやすく，植

物の種類も豊富であろうことが予測された。夏期休暇期間を利用した現地の調査の結果，総種類数

もさることながら，帰化植物の種類の多きに驚かされた。そこで，その原因として渡り鳥（主にツ

ル）との関連について研究も行ったわけであるが，その詳細は後述する。今回の調査で我々が人為

造成された干拓地でのこととはいえ，野の植物にじかに触れ，それまで知らなかった様々な知識を

得たことは，非常に貴重な体験であった。また，出水干拓地における今回我々が行ったような調査

報告は末だ為されておらず，我々が最初であったということで，今［ロjの調査・研究に対し，多少の

自負も抱いている。今後，出水干拓地の植物調査研究が行われる際に，本研究が資料としてわずか

にでも役に立てば光栄である。

最後になったが，本研究を行うに際して数々の御指導，御助言を賜った鹿児島大学講師の迫静男

先生，並びに生物部0月の万々にこの場を借りて深く感謝の意を表する次第である。

出水干拓地の概要

1．位置とその変遷

調査地は出水市荒崎の国営出水干拓西区（1962年，90ha）・国営出水干拓東区（1965

230ha）・荒崎新地（1866年，206ha）・古浜田闘（1844年，30ha）である。 これ

らの干拓地は，1690年（元禄3）以降干拓が進められ，一一部の沖積低地の開田を含めてその面

積は1500haに達している。 これは鹿児島県では国分干拓，大浦干拓とならぶ大規模なものであ

る。

2．気候

年平均気温は16．7℃で鹿児島市より約3．0℃低く，年平均降雨量は17387mで県内では比較

的少ない万である。

月別平均気温と月別平均降水量を表で示すと次貢のPiglとPig2のようになる。
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※　資料は農業気象10年報により，1966年～1975年までの10ケ年平均である。
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調　査　結　果

今回の調査による出水の植物の範疇別数量及び科属種別数量はTablel，Zの通りである。

この調査より自生植物は134種，2亜種，20変種を記録した。

rrlhbl（－1　範鴫別数量表

シ ダ 植 物 裸 子 植 物 離 弁 花 植 物 合 弁 花 植 物 単 子 葉 植 物

科 3 1 2　2 1 1 1 0

属 5 2 5 4 3　4 3　6

種 3 1 5　2 3　6 4　2

V a　r 1 1 8 2 8

S　u　b 2

11之lble2　　科属種別数量表

種 類 科 属 種

離 ア オ イ科 1 1

V a r lア カ ザ 科 1 2

ア カバ ナ科 3 2 V a r l

ア ブ ラナ 科 4 4

ア リノ トウ グ サ科 1 1

イ ラ ク 十月 斗 1 1

オ トギ リ ソウ科 1 1

カタ バ ミ科 1 1

ク ロ ウ メ モ ドキ科 1 j

ク ワ 科 1 1

ス ベ リヒユ 科 ユ 1

セリ科

センダン科

タデ科

トウダイグサ科

ナデシコ科

バラ科

ヒユ科

ブドウ科

マメ科

ミソハギ科

ミゾハコベ科

アズアオイ科
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イグサ科

イネ科

イバラモ科

ウキクサ科

オモダカ科

カヤツリグサ科

、ソユクサ科

トチカガミ科

ヒルムシロ科

アカネ科

アワゴケ科

ウリ科

l

 

n

コ

　

一

．

1

　

　

i

　

　

1

　

　

0

0

　

　

1

　

　

1

　

1

　

　

2

　

　

1

　

　

1

　

　

　

　

　

　

4

．

・
ュ

1

　

　

5

　

　

1

－

J

 

l

　

　

1

　

　

9

　

　

1

　

　

1

　

　

1

2

5

P

t

r

塩

梅

合

裸オオバコ科

キク科

クマツゾラ科

ゴマノバグサ科

シソ科

スイカズラ科

ヒルガオ科

モクセイ科

サンショウモ科

デンジソウ科

トクサ科

ニシキギ科
注）離：離弁花植物単：単子葉植物

合：合弁花植物シ：シダ植物

裸：裸子植物

Sllb：Subspecies亜種

Var：Variety変種

T呈止山）3大口との種の数の比較

調査地と気候の最も似た条件にある大［」の植物の種の数の比較を行った結果，次の

表のようになった。 ※斜線は大日，大目の植物の種の数を100とする。

A：離弁花植物

月：合弁花植物

C：単子糞植物

D：帰化植物



今回の調査で採集した植物

Gramineaeイネ科

PllSlHIll川Idilatノal・lJlnPoir．

シマスズメノヒエ南アメリカ原産本州

PlhSI用111m11。 lノ乙lい川IFlllegge

アメリカスズメノヒエ南アメリカ原産鹿児島

PaSf）とllllm（liStichuIIlIJ．

キシュウスズメノヒエ北アメリカ，熱帯アジア，中米，関東以西

Er之IgrOStisciliとIneSisl． i11k

イトスズメガヤ各地

EragrostiscllrVula（Scllrad）NefユS

シナダレスズメガヤ南アフリカ

EragrostisIIlllltノic呈IlllisSTl］lJD．

二ワホコリ北海道，四国． 本州，九州

hemart′rlriat、OmpreSSaR． Rr．

コ′ヾノウシノシッペイ甑島，鹿児島，種子島，屋久島，臥蛇島

LelebamultiplexNakai（BambllSananalも。 Xh． var． H（圧malisMhkino）

ホウライチク東南アジア，九州

PanicumrepensIJinn

ハイキビ熱帯，亜熱帯

Panicumcr－1SgalliIJ． Var． SubmuticaMey

イヌビエ本州，四国，九州

PanicufnCruSgalliLVar・frlHnerltaCeumTrin

クビエ朝鮮，ウスリー，中国，インド，本州

SetJarialuLesccnsF． T． Hubbard

キンエノコロ各地

Setariaviridis13eavv

エノコロブサ各地

Sctノariaxpyell0COmaHcnr． exNakai，SetariaglganteaMakino

オオエノコロブサ温帯，暖帯，北海道，本州，九州，琉球，中国

CynodonI）act′ylonPcrsoon

ギョウギシ′ヾ熱帯，暖帯

ljhragmites． 】aPOnicaSLeud

ツルヨシ本州，四国，九州，朝鮮，中国，台湾，ウスリー

IschaemumcrassIPCSThell

カモノハシ各地
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Agropyronf・Sukushif）rlSe（Honda）ohwivar． t用nSiens（Hak． ）

ohwiA． sclnicost′aいIrrlVar． tranSiensIlack：A． semicost，at，uIIlauSt，

JalIOrl，nOrlNefラ8，A． karr－（Hi（flWi

カモジブサ北海道，本州． 四国，九州，朝鮮言満州，中国． 琉球

AruTldirl（ヱllahirta（Thunb）C． Tanaka，PoehirtaThunb：AgrosLis

（：iliatノaThunb・，A．anoIIlalaSteud． ：＾．murayamaefIorlda：A． 01eagina

I－londとlA・Slmragdin待koidz：AgrostisthunbergliStefl（l：PaTlicuTn

rrlarldshuricllrTIMaxirn． incl． varpekinenseMaxim

トダシ′ヾ北海道，四国，九州，ウスリー言苗州，中国

P°Iygonaceaeタデ科

R11仕leXiap（：OniellSIIouttuyrl

ギシギシ東部アジア

P、rSi（：とIri主もP11hescensHARAvar． acunlirlatノaHAltA

ボントウタデ本州． 四国，九州

PprsicariavulgariswebheLMog．

ハナタデ北海道，本州，四国，九州

PerSit：arilLlongLSetaKtTAGAWA

イヌタデ北海道． 本州，四国，九州

1）01ygonums・1rltノicosum（Meisrl． ）Fr． etSav． persicariasenticosa

Nakai

トゲソバ（ママコノシリヌブイ）北海道，本州，四国，九州，琉球，中国，朝鮮，満州

PolygonurllJaPOIlieumMeisn

シロ′ヾナサクラタデ各地

PolygorlumPerfoliaいlmlJ．

イシミカワ各地

PolygonllIrlhydrop）PerL．

ヤナギタデ各地

P．orient，aleI，．

オオケタデインド，マレーシア，中国

Ox3日danceaeカタバミ科

OxaliscorniclllalノaL．

カタ′ヾミ南アメリカ
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Cyperaceaeカヤツリグサ科

Sl：irf，uS．illn・POid・Sltoxb． subsp． Iiotarl1i（ohwi）T． koyama

ホタルイ北海道，本州，四国，九州． 朝鮮，満州

ScirI川Sll（汀Il呈ItノarluSReirlW，S． cllinensisMllnrO．

オオアブラガヤ九州，台湾，中国，マレーシア

ScirpushlCllStrisL． sllbspcrebcr（Fern． ）T． kayaLTla

フトイ日本． 樺太，千島，北アメリカ，中乱中央アジア，マレーシア，太平洋諸島

ScirpustriqueterlJ．

サンカケイ北海道～琉球，小笠原諸島，中軋マレーシア，インド，ヨーロッパ

ScirIHlSrrl呈Irit′ifll11SL・，S・Planiculrnisl・1rSch川lidt

コウキヤガラ樺太，北海道，本州，四乱九州，琉球，朝鮮言馴上中田北部

CyperllSPdystachy。 Sltt，tJb

イガガヤツリ本州一琉球，小笠原諸島，インド，オーストラリア． アフリカ

CyperllSCOInpreSSuSIJ・

クゲガヤツリ本州一琉球，中国，インド，北アメリカ

CyperusdifformisL・

クマガヤツリ北海道一琉球，東アジア，インド，ヨーロッパ，オーストラリア，アフリカ

CyperusrotundusL・

ハマスゲ本州～琉球，小笠原諸島

CyperushakonensisFrarlCh・etSav・

ヒナガヤツリ本州～九州，本州，中国，オーストラリア

CyperusglobosusAll・

アゼガヤツリ本州一琉球，小笠原諸島，インド，オーストラリア，アフリカ

CyperuscyperoidesO・Kuntze

クグ本州，四国，九州，琉球，小笠原諸島，東南アジア，アフリカ

Cyl）（ラruSlriaL・

コゴメガヤツリ（マスクサ）本州一琉球，小笠原諸島，東南アジア．

オーストラリア

（jyperusmicroiriaSTEIJl）

カヤツリブサ本州，四国，九州

（〕ypcrusal里）eCllloides

シュロガヤツリ熱帯，亜熱帯，豪州，沖縄

HmhrisLylislittoralisGa1－dich

ヒデリコ本州一琉球，東アジア，インド，オーストラリア． 北アメリカ

】11imhristylissubhispICataNEESetMI］YEN

ヤマイ北海道，本州，四国，九州
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FimbrisLylisIorlglS（llCaSt（md

ナガホシテンツキ本州一九州

FimbristylisdichofJOma（L． ）VahlforIr用floribundaOhwi

クブテンツキ各地

1日豆OCharisacicularisR。 lTleretScllulh）S

マツ′＼イ（コゲ，コウゲ）北海道～琉球

RanuncuIaceaeキンポウゲ科

CleIIlatistcrnifloraT）（∴C． pani（：ulataThunbrl0nJ． 軋Glnel

C．Maxirr10WiczianaFr． et，Sav

セン二ンソウ温帯～亜熱帯：北海道（南部），本州，四国，九州． 朝鮮（中南都），

中国（中部主台湾

CUcurbitaceaeウリ科

rllrichosarltノhescllr・umCrOidesMaxim

カラスウリ本州より繭，琉球，台湾，中国

Lemnaceaeウキクサ科

SPirodehlPOlyrrlizaSchleid．

ウキクサ北海道～琉球

Plantaginaceaeオオバコ科

Plant′叩。aSiati。 al。
．

オオバコアジア大陸東部

A＝smataceaeオモダカ科

SagittariaAgin乱SbiMakino

ウリカワ本州一琉球，中国，朝鮮

Compositaeキク科

niderlSfrorld。 S呈IL．

アメリカセンダンブサ北アメリカ原産各地の低湿地や通ばた

I3idensbit′ernaLllMerr． Sherff

センダングサアジア，オーストラリア，アフリカの熱帯から暖帯

ArteIIlisiとIindicflヽVill（1

二シヨモギ県木度・屋久島・種子島以南
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Arterrlisi且iaPOnicaThllIlb

オトコヨモギ東亜の温帯から熱帯

＾rtle．rlisiaprincepsPampan

ヨモギ本州，四国，九州の低地

Art。misia（：之IpHla・risrrhunb

カワラヨモギ本州一台湾，フィリピン，朝鮮，支那

Solidag。 8（†rOtrirlaAiと

セイタカアワダチソウ北アメリカ原産

S。nCll1180IeracpllSL

ハルノノゲシ北海道～九州

ErigeroncanadellSisL．

ヒメムカシヨモギ北アメリカ原産

XanthiuInStrurn呈IriuIIllJinIl

オナモミアジア大陸原産アジア，ヨーロッパの温帯から熱帯

ErechititeshieraciifoliaIもafrl．

ダンドポロギク北アメリカ原産北海道を除く日本全国

AsterSllbulattlShIichx．

ホウキギク北アメリカ原産暖帯，温帯

LactucaindicaTJ．

アキノノゲシ東アジアの温帯から熱帯

Yo－1ngiajaponica（L）DC．

オ二タビラコ日本全土，中国，インド，ヒマラヤ，ミクロネシア，オーストラリア

EcliptaprostrataIJ．

タカサブロウ本州以南，世界の暖地

CentJipedaminimaO． kuntze

トキンソウ日本，インド，東亜，オーストラリア

C°mmelinaceaeツユクサ科

CommelinabenghalensisL．

マルハツユクサ各地

Haloragidaceaeアリノトウグサ科

MyriopkyllumspICatumL．

キンギョモ北海道～琉球
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Caprif°＝aceaeスイカズラ科

SambuCuSCrlirlCrlSisLirldl．

ソクズ（クサ二ワトコ）本州，四国，九州

Portulaceae　スペリヒユ科

Portllla（1a OlfjraCeaI∴

スベリヒユ　熱帯アメリカ原産

Chenop°diaceaeアカサ科

（「hcnopodiumamhrosioi（lesIJ．

アリタソウ（ルウダソウ）西インド，メキシコ原産

（HlenOPOdiumarnbrosioidesIJ． Var． pubescensMak．

ケアリタソウ南米原産本州中央部以南

ChenopodiumalblⅢlL．

シロザ欧亜大陸原産

C川ciferaeアブラナ科

CardarllirleflexuosaWit． h

クネッケバナ台湾． 朝鮮，樺太，満州，中国，ヒマラヤ，ヨーロッパ，北アメリカ

Lef）idiuIrlVirglnie11m］∴

マメダン′ヾイナズナ北米原産

1110rlPPaindi（二は上IieroTl

イヌガラシ各地

Rorippaislandica（Oeder）Boras，NasturtillmPalllStreDC．，Iも． pa－

lustreD（j．，R・PaLllStrisBesser

スカシタゴボウ欧亜大陸原産北海道，本州． 四国，九州

Leguminosae　マメ科

Vi（1ia hirsuta S． F． GRAY

スズメノエンドウ　ヨーロッパ原産

Cassia，tOra

コエビスグサ

Cassia mimosoides var・． nOmarne fIorlda

カワラケツメイ　沖永良部島，奄美大島，屋久島，種子島，県本土各地

AescllyrlOrneneiIldicalJinn

クサネム　北アメリカ原産　アジア，アフリカ． オーストラリアの熱雷地方
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Lい8lIC（1。ZllPilos呈ISieh． et，Zucc

ネコハギ各地

MHlleLiaJaPOni＝lA． Gr札y

ナツフジ（ドヨウフジ）本州中部，九州の山野

GLycineSojaSicb． af・Zucc

ツルマメ各地

PllerariaLobat，aOhwi

クズアジアの暖帯，温帯に分布

Tndigof。 rralH庸一ldo－t′irlCtOriaMostllnl

コマツナギ本州一九州

IJat′hyrusodoratusIJ．

ハマエンドウ海浜の砂地，ごくまれには湖畔や河原

（＿コはn呈lValiとIlirletHノaD（∴

ハマナクマメ本州（房総より南）一九州，琉球の海岸

KllmInerOWiastriataSchindl（1r

ヤハズソウ東南アジアの温帯に広く分布

Amaranthaceaeヒユ科

ArIlararlHlllSpa，lrIlerisWats．

クリホノアオゲイトウ北アメリカ原産

C。losiaargenteatJ．

ノゲイトウインド方面原産

A．patl】111SBettol

ホソアオゲイトウ世界的に分布

ConvoIvuJaceaeヒルガオ科

CalysteglaSOldanellaRoern． etScl川It．

ハマヒルガオ各地

Calystegla． 】aPOrlicachoiS

ヒルガオ北海道～九州

Malvaceaeアオイ科

目ibiscushaTnaboSieb． etZucc

ハマボウ本州，四国，九州，琉球
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Urticaceaeイラクサ科

IjoehIneriafl。 loserice呈IlM．

サイカイヤブマオ本州一九州

Juncaceaeイグサ科

，hln（？llSrnOnticolaSh，u（l

コモチコウガイゼキショウ各地

JurlCllSeff”811SL． var． decIPICrlSli11Chen

イ北海道～琉球

Jllrl（－11SmOntノieolaStノCUd． var，PlllrituhelosesH三tra

ヒロバノコモチゼキショウ本州，四国，九州，中国，インドシナ

Salviniaceaeサンショウモ科

ノlzo1121．1alHJrlicaFra1－Cllet′．Sav．

アカウキクサ東日本

Araceaeサトイモ科

AcorllS（Jllltmllm：Lvarasi礼ticllSPers

ショウブ北海道一九州

PrimL‖aceaeサクラソウ科

Lysima（？Elia． IarIOnicaThurlb． farm． suhsessilisMuratとL

コナスビ各地

Najadaceaeイバラモ科

N呈1．j几SrIlarirlaLN． 野川．lOrall

イバラモ北海道～琉球

Potamogetonaceaeヒルムシロ科

llupplalIla． ritima，I∴

カワツルモユーラシア大陸，アフリカ

Cerastraceae二シキギ科

I予11とHlylrlllStlfLnak呈IChIaxirIl

コクテンギ九州，沖縄，台湾

CelastrllSTllllIlh． var． llllnClatl1S． llelltl

テリハツルウメモドキ九州，朝鮮，中国
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Guttifer・aeオトギリソウ科

目yr）｛日’i（、ulrl．1呵）OnicllrrlThunb

ヒメオトギリ各地

Euph°rbiaceaeトウダイグサ科

1111IIllOrbial＋SllI一作目往RaitiIl．

コニシキソウ北アメリカ原産

Gl。CIli（lionobov之lt′llnlSieblPtンhl（：ぐ．

カンコノキ三重県，和歌山県，中国，四国，九州

A…lyI－ll呈l“lSLrali81一．

エノキグサ東南アジア

Pllylhm＝111SlJrirlariaLirlrl

コミカンソウ熱帯，亜熱帯． 本州，四国，九州

Equsetaceaeトクサ科

Equisetumramosissimuml）esf． VとIr．．1甲OTli（、11111．＼′lil（l（1

イヌドクサ本州，四国，九州，琉球

Hydrocharitaceaeトチカガミ科

Hydri＝averticillata（1Jinrl． fin． ）（〕asT）

St汀f＝ClllaverticillataLirln． fin．

クロモ北海道，本州，四国，九州，欧州，マダガスカル，アジア熱帯，マレーシア，

オーストラリア

Umbeliferaeセリ科

fIydrocotyltラrhラIiciataElm．

ケチドメ本州，四国，九州

＾piumleptophyllurrl（Pers． ）F． Muell

マッハゼリ熱帯アメリカ原産

Oenanthe． IaVani（：aDC．

セリ日本全土，千島，樺太，朝鮮，満州，台湾． 中国，マレーシア，印度，オーストラリア

Ijy（lrocotylernarit′imaHonda

ノチドメ本州，四国，九州
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NTeJiaceaeセンダン科

Meli之lAzprl呈lrtl（ナllL．Vflr、l叩Ori（－比価IkirlO

センダン四国，九州

Mars‖eaceaeデンジソウ科

胱1rSiIpaqlladrifolitlL．

デンジソウ本州，四国，九州

Scrophurariaceaeゴマノバグサ科

＼’（、＝川i∵aPerSi＝lPoir

オオイヌノフブリヨーロッパ原産

1fflZ＝8．日ll日日li（二llSO．Kllnf′Z。

トキワハゼ東アジア

1）。P几triljIn． 1tlIln日日n11－1Ch．

アブノメ東アジア

Ⅴ往nd、lliと1、ana，g几ltisYarnazaki

スズメノトウガラシ東アジア

1－irl（lprrti丑PyXidariaL．

アゼナ北アメリカ原産

Lythraceaeミソハギ科

RotalとIindicaKuehn（、Va・r、，liglrlOSれKoehTle

キカシブサ北海道南部から南

EIatinaCeaeミゾハコベ科

Ellltinetノriandravar． pedicellataKrylov

ミゾハコべ本州～琉球

Rubiaceaeアカネ科

P呈ledprias（1㍑IlrlerlSMPrll． Ⅴ之lr．‖nair（・iIlara

へクソカズラ

JllS「日用LprOCllrIlberlS．JJ．Ⅴ几r．lPu（用n日柄LHONl）A

キツネノマゴ本州，四回，九州
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Pontederiaceaeミズアオイ科

目icllll。Hliとし（－r比SSlPeSSl）lrIl－I．aub．

ホテイアオイ南アメリカ原産九州南部の池，水路（各地）

MoT”ChorillVagifllllis（Lhlrm． f． ）PresIvar． Plantagint1a（Roxb）

SoIrIl－1一組ub．

コナギ暖帯：本州，四国，九州． 琉球，朝鮮，満州，中国． マレーシア，インド

Labiataeシソ科

（HinopoclHllrIlgraCileO． Kuntze

トウバナ本州一疏球

M。Sl丑「日払n‖－erは（Horllilt）Maxinl：TJy（：00－1S（li呈InthPrl用日間一日tpx．

1110Xb：Or＝lOdorldiant・herum（HaJnilt）fTandJuazz，OrthodorlfrrOSH（1S（1－

rratllm（Maxim）Klldo，MoslagrosseserrataMaxinl．

ヒメジソ北海道，本州，四国，九州，中国，朝鮮，満州，台湾，インド，マレーシア

IJeOnurllSSibiricusL

メハジキ本州，四国，九州，琉球，台湾，朝鮮，支那

Salviaplellt？ ia． R．T3r．

ユキミソウ本州一琉球

CallitrichaCeaeアワゴケ科

CallitricllefallaxPetrov

ミズハコべ各地

Oleaceaeモクセイ科

LigustrumJaPOnicllmThurlb．

ネズミモチ中国原産

Vitaceaeブドウ科

＾IllPelol－SisbrevipedurlCulata（Maxi． n）Trautv．． A． heterophylla（Thunh

Sieb． efノZu（－C．nonBLume

ノブドウ北海道，本州，四国，九州，琉球，台湾，朝鮮，満州，ウスリー，樺太，千島，

巾同

Vit・主srJihunbcrgiiSieb． etZucc．

エビズル本州一九州
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Onagraceaeアカバナ科

Oeno‖1erabicrlnisl。
．

アレチマツヨイブサ北アメリカ原産北海道一九州

Cir（、aeat1uadrisuleataFran（：h． etノ．Sar．

コマツヨイブサ北アメリカ原産

I川rlWigiaadscerldens（1．． ）lhlraV呈lr． StirHllacea（Orl、Vi）Hara，

．Tus＄ia（？aStipula（1eaOhwi

ミズキンノ＼イ本川，四国，九州，台湾，海南島

藁　以上の植物は鹿児島大学農学部に全て保管した。 1
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帰　化　植　物　目　録

イネ科

シマスズメノヒエ

繭アメリカ原産，多年草

アメリカスズメノヒエ

南アメリカ原産，多年草

キシュウスズメノヒエ

北アメリカ原産，多年草

シナダレスズメガヤ

南アフリカ原産，多年草

タ　デ　科

オオケタデ

インド原産，1年章

カタバミ科

カタバミ

南アメリカ原産，多年草

オオバコ科

オオバコ

アジア大陸東部，1年章

ーI8－

キク科

アメリカセンダングサ

北アメリカ原産，1年草

センダングサ

アジア，オーストラリア，アフリカ

1年草

セイタカアワダチソウ

北アメリカ原産，多年草

ヒメムカシヨモギ

北アメリカ原産，2年草

オナモミ

アジア大陸原産，1年草

ダンドポロギク

北アメリカ原産．1年草

ホウキギク

北アメリカ原産，1年草

スベtJヒユ科

スベリヒユ

熱雷アメリカ

アガサ科

アリタソウ

メキシコ原産，1年章

ケアリタソウ

南アメリカ原産，1年草

シロザ

欧亜大陸原産，1年章

アブラナ科

マメダンバイナズナ

北アメリカ原産，2年章

マメ科

スズメノエンドウ

ヨーロッパ原産，1年章

クサネム

北アメリカ原産，1年草



ヒユ科

クリホノアオゲイトウ

北アメリカ原産，1年草

ノゲイトウ

インド原産，1年章

ホソアオゲイトウ

世界的に分布，1年章

セ　リ　科

マッハービリ

熱帯アメリカ原産． 1年章

モクセイ科

ネズミモチ

中国原産，1年章

アカバナ科

アレチマツヨイグサ

北アメリカ原産，2年章

コマツヨイゲサ

北アメリカ原産，2年草

ゴマノバグサ科

オオイヌノフグリ

ヨーロッパ原産，2年章

アゼナ

北アメリカ原産，1年章

ミズアオイ科

ホテイアオイ

南アメリカ原産，多年草

※前表より帰化植物のみを抜粋し，原産地と何

年章であるかという点について述べた、つ
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出水で観測された鳥類（㌶禁1976）を）

ハト目

キジバトー留鳥

ホトトギス目

ジュウイチー旅烏

ホトトギス一夏烏

フクロウ自

コミミズク一冬烏。 北海道以北

ミミズクー留鳥

ヨシゴイー各地

ミゾゴイー夏鳥

ゴイサギー留鳥

ササゴイー留鳥

アマサギ一一旅烏，

ダイサギー旅烏，

関西以北，フィリピン方面

関西以北． フィリピン方面

チュウダイサギー旅烏，関西以北

コサギー旅烏，関西以北

ウロサギ一一留鳥

アオサギー旅烏，関東以北

ヨタカ目

ヨタカー旅烏． 本州中部以北

アマツバメ目

ヒメアマツバメー留鳥

アマツバメー旅烏，佐多岬，こしき島

ガンカモ目

マガン一一冬鳥，シベリア

カルガモ一一旅烏，北海道

マガモ一一旅烏，北海道

ブッポウソウ自

力ワセミー留鳥

アビ目

アビー冬鳥，シベリア，欧亜大陸，北米

オオバムー一冬烏，シベリア

キッツ辛目

アリスイー冬鳥，本州中部以北

コゲラー留鳥

コウノトリ目

ムラサキサギ

ナペコウ

ヘラサギー迷鳥， 朝鮮，ボルネオ，エジプト

中央アジア

クロツラヘラサギ

クロトキーー迷烏，ビルマ，中国

サンカノゴイー旅烏，北海道

カイツブリ目

カイツブリー留鳥

ハジロカイツブリー冬鳥，シベリア

ミミカイツブリ一冬烏，シベリア

北米中部以北

アカエリカイツブリ一一冬鳥，シベリア

カンムリカイツブリ一冬烏，シベリア

ペリカン目

カツオドリー留鳥

カワウ～冬鳥，関東以北

ウミウ一冬烏，北海道，岩手，青森，ウスリ

ー，朝鮮
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スズメ目

ヒバリー留鳥

ツバメー留鳥

コシアカッパメ

イワツバメー旅烏

キセキレイ一一一留鳥

バクセキレイー不明

セグロセキレイー留鳥

ピンズイーー冬鳥，シベリア，日本中部高山帯

ムネアカタヒバリ一冬烏ノ極めてまれに観測

アリューシャン

シベリア

タヒバリ一一冬鳥，極めてまれに観測

アリューシャン，シベリア

ヒヨドリー①留鳥

④冬鳥，本州東北以北

モズー留鳥

ミソサザイー留鳥

ジョウピタキーー冬鳥，シベリア

ノピタキー旅烏リ北海道以北

イソヒヨドリー留鳥

シロバラーM冬鳥，シベリア

ツグミ一冬烏，シベリア

ウグイスー留鳥

コヨシキリー旅烏，本州中部以北

オオヨシキリー旅烏．

本州中部以北

メボソムシウイー旅烏，木州中部以北

キクイタダ一一冬鳥，シベリア

セッカー留鳥

エナガ一一留鳥

ツリスガラ一冬烏，シベリア

シジュウカラーー留鳥

メジロー留鳥

ホオジローー留鳥

ホオアカー冬鳥，シベリア

カシラダカー冬鳥，シベリア
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ミヤマホオジロー冬鳥，シベリア

アオジー旅烏，本州中部以北

オオジュリン一一一冬鳥，極めてまれに観測

ヨーロッパ全土

アジア

アトリー冬鳥，シベリア

カワラヒワー留鳥

マヒワー旅烏，本州中部以北

コイカル一冬烏，シベリア

イカルー冬鳥，シベリア

シメー冬鳥，シベリア

二ュウナイスズメー旅烏，東北以北

コムクドリー旅烏，関東以北

ムクドリー留鳥

カケスー留鳥

ミヤマガラス一冬烏，シベリア

ハシポソガラスー留鳥

ハシブトガラスー留鳥

ホシムクドリー迷烏，ヨーロッパ全土



帰化植物と周囲の環境に関する考察

今回の調査を行った結果，帰化植物に関しては（a）北米原産が大部であること。 （1－）上2

年生の植物が大部分であること。 の以上2点が明らかになった。

我々が調査を開始した時点においては，帰化帰物と渡り鳥との関連を調べることもその1つの目

的であった。それは，これだけ多くの烏が毎年渡来するのであるから出水の自然環境に何らかの影

響を与えることは必至であるとの観点からである． っしかし，我々の調査ではその関係は何ら兄い出

せなかった。そこで帰化植物の人為的な移入について考えてみた。

農業関係でH本は北米からの輸入が非常に多い。 その輸入物資の巾に帰化植物の種子が混入して

いたと仮定すると（a）のことが容易に説明がつく。

第1に考えられるのは，干拓地に作物を植える際にf附、る肥料に種子が混入して帰化植物が混入

してきたとする場合である。 しかしこれは（b）の，ほとんどが1，2年生である点ではあてはま

らないと思われる。 1年生の植物は，植物のない裸地化された土地に生えて非常に繁栄するのだが，

次の年からは多年生の植物におさえられてしまう。 従一〕て，1年生の植物が発芽し生育するために

は毎年繰り返し種子が国内に持ち込まれなければならない。 だがこれらの帰化植物を採集した場所

は休耕田であり，肥料など持ち込まれるはずもない場所なのである。 そうすると，肥料に混入して

入ってくるという可能性は極めて低いと言えるだろう。

第2にシ動物用の穀物飼料に植物の種子が混入して入ってきた場合が考えられる。 出水干拓地の

すぐそばに鶏の飼料の工場があるが，一体どんな物が，どれだけの量持ち込まれているのかといっ

た資料がそろわず，この工場についてはpこれといった決め手に欠け，何とも言えない。 そこで我

々は．出水に渡来するツルのまき餌に注目した。 調査をした結果，ツルの飼料として毎日400k皆の

小麦がえさ場にまかれていることがわかった。 1日400k9の小麦というとひと冬では相当な量であ

る。この小麦の中に帰化植物の種子が混入している可能性は極めて高い。 それにツルが毎年渡来す

るために，毎年小麦をまくのであるから，その中に混入した植物の種子も毎年出水にまかれること

になる。小麦の輸入先はもちろん北米である。 となると，以上述べたことはあくまで仮説ではある

が，前述の（a），（b）ともに説明がつくのではないだろうか。

冒頭で「渡り鳥と帰化植物の関係はほぼ皆無である」と述べたが，そこに人為的な力が関与した

場合，出水においての渡り鳥と帰化植物は非常に密接な関係ができていると言えるのではないだろ

うか。
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出水調査・行程の記録

夏休みも近づくというのに周りでは補習の話ばかり。 そこへ，一一泊二日の調査旅行

の話。私たちの心は弾んだ。

今回の目的地は出水で，そこで植物採集を行うのである。

出水は冬場、ソルやその他の渡り鳥でにぎわうところである。 また，それらの渡り鳥

から運ばれた帰化植物が生育しているかもしれないということであった。

そこで，私たちは予備知識を蓄えるため県立図書館で，湿地帯の植物相を調べ，こ

の調査旅行に臨んだ。

8月17日　午前6：20　　西駅集合

集合が6時20分とはやかったのにもかかわらず，みなほぼ定刻通りにねむたい目を

こすりながら集合。 すべり出しは順調なようだ。 2年生5名，1年生8名，先生1

名の計14名。全員が集合したところで6時57分西鹿児島駅発。

同6：57　　出水行きの列車で野田郷に向けて出発。

はじめはタクシーをひろう予定だったのを，あとから徒歩にきりかえ，部費の節約。

t’さほど歩かなくてもすむだろう”という我々の期待をうらざるように，炎天下の

中，駅から民宿まで約4km，1時間20分歩きつづける。

同11：00　鶴見亭到着

やっと鶴見亭が見えてきた。 まわりは，見わたすかぎりの田園地帯である。 苦労し

て歩き続けてきただけに着いた時の喜びは大きい。 大部屋に全員集まり，ひとまず

休憩。扇風機にあたりながらみんなで雑談。

正午　　　昼食，ミーティング

昼食をとり，疲れの回復したところで班の編成を行う。 調査の目的要領・計画を再

度確認検討する。
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8月17日　午後1時30分　調査開始

本格的な調査が始まった。 3つの班に分かれて分担した地区を調査する。 大きなポリ

袋を片手に道端に広がっている草花を手あたりしだいに採集していく。 いろいろな珍

しい植物もあり，興味をさそった。 幸いなことに，天気はよく，去年のような天候の

心配がなくてよかった。 明Rもこの天気が続きますように……。

同　　　6時　　　夕食・入浴

炎天下の巾，良い道を歩いたせいか，みんなの顔はあから顔。 全員くたくたである。

そのせいか，行動が鈍り，入浴に時間がかかりすぎて，夕食がおくれる。

同　　　8時40分　反省会　及び　明日の打ち合わせ

夕食後，今日の反省会が開かれる。 3つの地区のそれぞれの調査結果を発表し，それ

ぞれについて話し合った。 吉永先生が日を開かれる度に，いろいろな話題が登場し，

みんなの興味をさそった。

同　　10時　　　消灯

8月19日　午前6時　　　起床

出水独特のすがすがしい朝を迎える。

同　　　7時　　　朝食・ミーティング

朝食をとり，ミーティングを行う。

3つの班に分けてあったが，今日は調査の都合上，2班に分け，調査に出かけること

になった。

同8時40分再調査

初めは，田んぼと同様の干拓地へ…・日。

足がぬかるみにとられ，必死になって足をぬいている人も数名。 一致協力して歩いた。

昨日とほぼ同じ道を歩いたが，それでも，珍しい植物をみつけることができ，大いに

収穫があった。
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8月18日　　正午

全員，調査終了

・一応，採集してきた植物に，同種類の植物がないかを調べた。 あったものは

その場で捨てる形となる。 そして，それぞれ又，ポリ袋にまとめる。

同12時20分（荒崎一一一出水駅前）

＼、

全員で長らくお世話になった鶴見亭の方々にお礼を言って，出発。 鶴見亭か

ら20分かかるバス停へてくてく歩く。 間もなくバスが来る。

同　　　1時20分　昼食

出水駅前で，各机にわかれて昼食

同　　　2時28分　（山水→西鹿児島駅）

出水駅から鹿児島へ

同　　　4時15分　解散

たった1泊2日の調査旅行であったが，生物部員が1体となって調査をすす

めてきたこの2日間，とても楽しかった。

かなり苦労はしたものの順調に調査が終えることができた。 あとの我々の

指命は，鹿児島大学に行き，植物同定をしてもらい，昨年に劣らぬ部誌を作

ることである。

疲れと興奮の入り混った不思議な気持ちで，それぞれ帰路についた。

－25－



くPHOTOl＞　鞠査地　の　全景

＜PHOTO　2＞　西区湿地におけるホテイアオイの大群落
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参　考　文　献

日本帰化植物図鑑　　　　長田武正　　　　北隆館

日本原色雑草図鑑　　　　沼田真，吉沢良人　　　　全国農村教育協会

原色日本羊歯植物図鑑　　　　田川蒐二　　　　保育社

原色日本植物図鑑　草木編〔I〕合弁花類　　　北村四郎，村田源，堀　勝　　　保育社

”草木編〔Ⅲ〕離弁花類

′′草木編〔Ⅲ〕

〝木本編〔I〕〔Ⅱ〕

日本植物誌シダ編大井次三郎，中池敏之至文堂

玉川新百科植物小原囲芳誠文堂新光社

日本シダ植物生態写真集成志村義雄内田老鶴圃新社

円本の野生植物〔Ⅲ〕佐竹義輔，大井次三郎，北村四郎，亘理俊次，冨成忠夫平凡社

日本植物ハンドブック奥山春季八坂書店

植物たちの生沼田貞岩波書店

鹿児島県植物目録：初島住彦鹿児島植物同好会編

琉球植物目録：初島住彦でいご出版社

九州沖縄の生きものたら（第2集）：大田頁也，西日本新聞社開発局出版部
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部　員　名　簿

3年今和泉洋子

岩切宣世

大山辰正

酒匂哲郎

迫田博幸

下野彰久

中川真美

西村孝子

樋之口仁

前田洋一一一

2年宇都佳裕

東郷晴美

中田沙織

中野良子

原田均

宮地薫

編　集　後　記

1年石田智美

神固まり

神園ゆか

久保田昭子

児島好子

田之上理絵

当房みゆき

原田弥生

前山伸子

安川みのり

やっと発行までこぎつけることができ，ほっとしたというのが

正直な心情である。発行が遅れたために，先生や先輩各氏に大変

迷惑をかけたことをこの場を借りてお詫びします。

後輩諸君は，反省材料は素直に反省し，今後に活かしてもらい

たい。
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